
旭ヶ丘キリストの教会
主 日 礼 拝 順 序

２ ０ ２ １ 年 ４ 月 １ １ 日
司 会： 千 田俊 昭
奏楽：千田祥子

黙 祷 一 同

讃 美※ 讃 美 歌 3 1 3 「 こ の 世 の つ と め 」 一 同

主の祈り※ （ 聖 歌表 扉 また は 讃 美歌 564番 をご 覧 くだ さ い）

讃 美 一 同

教会学校

讃 美 讃 美 歌 3 0 1 「 山 辺 に 向 か い て 」 一 同

聖書朗読 エステル3:1-6

奨 励 エステル記の福音(第3回) 牧 師

主 題 「人の計略、神の計画」

讃 美 讃 美 歌 4 9 4 「 わ が 行 く 道 」 一 同

献 金 献金と感謝の祈り

聖 餐

頌 栄※ 讃 美 歌 5 4 6 「 聖 な る か な 」 一 同

祝 祷※ 牧 師

来週の箇所 エステル記第 4 章
※ 印 のと こ ろで は 御起 立 下 さい 。

☆ はじめて集 会においでの皆様 。心から喜び、感謝 してお迎え申しあ げます。
しかし、初めての 方に無理な勧誘を するようなことは、 一切いたしませ ん。
むしろ、そ っとしておきたい と思うわけです。そ の態度を冷淡や不 親切と
誤解なさら ないで下さい。

☆ 私たちは何 派にも属さないク リスチャン個人の自 由な交わりの教会 です。
聖書を学び 、キリストに信頼 し、キリストが与え てくださる神の義 を何より
大事にし、 信じる者同志が兄 弟姉妹として受け入 れ合う群れです。

☆ 献金は神へ の感謝として、各 自が自由意志で行う ものです（２ ｺﾘﾝﾄ9:7）。
入り口に献 金箱がありますの で、どうぞご利用下 さい。

☆ キリスト教 について、あるい はどんな質問でも、 いつでも遠慮なく 牧師に
ご相談下さ い。

☆ 第二礼拝後、軽食を用意してありますので、お時間のある方はどなたでも、
ご自由にお 召し上がり下さい 。

☆ 二階に教会 図書がありますの で、どうぞご利用下 さい。

旭ヶ丘キリストの教会 ニュース

《 今 週の 歩 み》
４ /11(日 )聖 日礼 拝

/12(月 )
/13 (火 )
/14 (水 )
/15 (木 )10:00聖 研
/16(金 )
/17 (土 )13-16子供ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ

《 祈 りの 課 題》
① コロ ナ 禍の 速 やか な 終息 の た めに
② 礼拝 に 来れ な かっ た 人々 の た めに
③ 教会 学 校の 子 供た ち も救 わ れ ます よ うに

良書ハイライト 「 ア ル タ ク セ ルクセ ス王の勅書 」
（新共同訳：旧約聖書続編「エステル記補遺」第５章）

1:これがその勅書の写しである。「アルタクセルクセス大王は、インドからエチオピ アに至る百
二十七州の長官、およびその下にある地方長官に書を送る。2:予は多くの民族を支配し、全
世界の覇権を握ったが、予の願いは権力におごり高ぶることなく、常に穏当で寛大な政治を
行い、わが国民の生活を常に平穏無事に保ち、国家を整えて国境まで往来できるようにし、
万民の望む平和を回復することにあった。3:どうすればこれを達成することができるのか、と
行政顧問官たちに尋ねたところ、我々の中で思慮分別に優れ、心変わりすることなく常に誠
実であり、確かに忠実な者として知られ、国家の中で王に次ぐ地位につけられているハマン
が、4:予にこう指摘した。ͪᄖͳἿ៿๜అἿͳἼẩ௠੓ὣૹἠ͜ἵἿ๜అἝΦἩἴἷἛὛẩἤ
Ἷ๜అὀᔬԋἿຢ঴Ἴহἴἷἓ὚ὗ὜๜అἼ׏૱ἨẩᎰ޹႘ἰἲἿ؞ψὣἛ὞ἮἜἼἨẩસɴ
ἝᄋἨԋἻἠᥳὒἷ἞ἰӀ״Ἷ࠹ۋᏅԞὣ᥻ᜊἸ἞ἻἠἨἷἕ὜ἹẪ 5:予は、唯一この民族が
常に万民に逆らい、その法律に従って奇異な生活を送り、我々の政治になじまず、最大の悪
事を働き、そのため国家が安定していないことを認めざるをえない。6:従って、予は命ずる。
我々の政治の責任者、我々の第二の父ハマンが書簡をもって指示する者を皆、女も子供も、
この民族に敵する者のやいばにかけて徹底的に、情け容赦なく滅ぼさせるべきである。その
日は、本年の第十二の月、アダルの月の十四日である｡7:こうして、昔も今も悪意に満ちた者
どもは、一日にして、いやおうなしに陰府に下らされ、今後我々の政治は完全に平穏で安定

したものとなるであろう。」

「モルデカイの祈り 」
（新共同訳：旧約聖書続編「エステル記補遺」第７章）

1 :モ ルデ カ イは ､主の御業をすべて思い起こ して ､主に祈 った 。 2 :「 主 よ ､主よ ､す べて
を支配される王よ ､万物はあなたの主権の下にあ り ､イ ス ラ エルの救いがあなた の御
旨な ら ､だれ もあなたに立ち向か う こ と はで きません 。 3 :あ なたは天 と地 ､それ に ､天
の下すべての驚 くべ き も のを造 られ ま し た 。 4 :あ な たは万民の主 ､だれ も主で あるあ
なたに逆 ら う こ と はで き ません 。 5 :あ な た はすべて をご存 じです 。 おご り 高ぶ るハマ
ンの前に私がひれ伏さなか ったのは ､節度をわきまえなかったからでもな く ､おご り高
ぶ っ てい たか らで も な く ､野 心を抱いていたか らで もない こ と を ､主 よ ､あ な たはご存
じです 。 6 :イ ス ラ エルの救いのためなら ､彼の足の裏にさえ甘んじて接吻 しま し ょ う 。 7
:私 が ひれ伏 さな か っ た の は ､神 の 栄光の上に人の栄光 を置かな い ため で し た 。 私
は ､主であ るあな たのほか何人に も ひれ伏す こ と を し ま せん 。 それは ､お ご り 高ぶ り
か らではあ り ません 。 8 :主 なる神よ ､王 よ ､ア ブ ラハ ムの神よ ､今こそ ､あなたの民を顧
みて下さい 。人々は我々を滅ぼそうと付けねらい ､初めからのあな たの遺産であった
民を消し去ろう と望んでいるか らです 。 9 :御自分のためにエジプ ト の地か ら贖われた
あなたの ものである民を軽ん じないで下さい 。 10 :私の祈 りを聞 き入れ ､あなたの取 り
分である民を憐れみ ､民の悲 しみを喜びに変えて下さい 。 主 よ ､我々が生き永らえ ､
御名を賛美できますように 。あなたを讃える者の口をどう か滅ぼさないで下さい 。 」


